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う
だ
を
よ
む
惜
し
み
な
く
励
み
あ
う

高
田

正
子

8
月
末
、
俳
句
甲
子
園
の
審
査
員
長
(
計
1
3

人
)
の
一
員
と
し
て
松
山
市
へ
行
っ
た
。
優
勝

は
名
古
屋
高
校
で
あ
っ
た
が
、
私
が
初
め
て
参

加
し
た
2
年
前
も
、
名
古
屋
高
校
の
試
合
を
見

た
。
そ
の
と
き
は
対
戦
相
手
だ
っ
た
東
京
の
海

域
高
校
が
勝
っ
た
が
、
2
校
の
白
熱
す
る
デ
ィ

ベ
ー
ト
は
、
ア
ー
ケ
ー
ド
会
場
の
暑
さ
を
忘
れ

さ
せ
て
く
れ
る
も
の
だ
っ
た
。
若
く
も
な
く
、

さ
し
て
頑
健
で
も
な
い
私
が
、
年
々
厳
し
く
な

る
残
暑
を
ほ
い
ほ
い
と
松
山
へ
向
か
う
の
は
、

こ
の
と
き
の
衝
撃
の
お
か
げ
に
違
い
な
い
。

さ
て
松
山
へ
集
っ
て
く
る
高
校
生
た
ち
も
支

え
る
大
人
た
ち
も
あ
う
ば
れ
で
あ
る
が
、
年
々

進
化
す
る
大
会
運
営
の
シ
ス
テ
ム
と
ス
タ
ッ
フ

の
働
き
に
も
目
を
み
は
る
。
ス
タ
ッ
フ
の
多
く

は
O
B
・
O
G
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
大
会
は
高

校
生
と
元
高
校
生
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る

と
も
い
え
る
。
中
に
は
、
さ
ら
に
変
化
し
続

け
、
句
集
を
ま
と
め
る
な
ど
、
俳
人
と
し
て
確

か
な
足
跡
を
残
す
人
た
ち
も
い
る
。

旅
い
つ
も
雲
に
抜
か
れ
て
大
花
野

こ
の
旬
で
大
会
の
個
人
最
優
秀
賞
を
受
け
た

岩
田
垂
は
融
轡

(
2
0
2
2
年
刊
)
で
俳
人

協
会
新
人
賞
と
田
中
裕
明
賞
を
受
賞
し
た
。

安
里
琉
太
は
『
式
日
』

(
2
0
年
刊
)
で
排
人

協
会
新
人
賞
を
受
賞
。
次
の
旬
が
鮮
烈
だ
。

遠
泳
の
身
を
し
ぼ
が
れ
の
掛
と
思
ふ

後
に
も
ま
だ
ま
だ
若
き
才
能
が
続
く
。

て
灘
が
桃
を
離
れ
て
柔
ら
か
き

黒
岩
徳
将

山
吹
の
散
り
浮
く
沢
に
鵜
ぐ

若
林
哲
哉

俳
句
の
未
来
が
懸
念
さ
れ
て
久
し
い
が
、
若

い
俳
句
は
今
日
の
次
に
的
日
が
来
る
こ
と
を
確

信
さ
せ
て
く
れ
る
。
今
に
集
申
せ
よ
。
未
来
は

当
然
そ
の
先
に
あ
る
。
惜
し
み
な
く
励
み
あ
う

姿
は
ま
ぶ
し
い
。
今
年
も
た
っ
ぷ
り
熱
量
を
も

ら
っ
た
8
月
。

(
香
華
主
宰
・
俳
人
)

五島嵩贅句集「董叢」第5句集。著者18

年ぶりの句集で、 333旬を収録した。 「かな

風発器器晋諸藩計蒜蔀月の

信諭莞詰呈悪霊婁盤ぐ謹製。柴ぐ
村越化石、川崎展宏、石牟礼道子ら物故した

40人を紹介。 (東京四季出版・ 2200円)

☆ぼ共選作。入選作はデジタル版にも掲載・収録し、
記事やSNSで引用することがあります。投稿は未発表の
自作のみ、二重接穂不可。選者が添削する場合がありま
す。郵便での毅箱は無地のはがき1枚に1作品、横に住
所、氏名、電話番号を明記。 〒104・8661晴海

郵便局私香箱300、短歌は「朝日歌壇」 、 βE句は
「朝日俳壇」へ。歌壇はネットでも投稿できま
-計(油層“9善幸“不1 《 OR-コードから.

馬
恒
物
上
の
吉
子
選

J
①
琵
薬
喪
小
指
絡
ま
せ
言
っ
て
み
る
日
本
語
で

は
ま
だ
上
手
く
言
え
な
い

(
京
都
市
)
長
谷
川
恵
子

☆
一
日
に
一
回
「
愛
の
挨
拶
」
を
弾
い
て
心
を
透
き
通

ら
せ
る

(
富
山
市
)
松
田

わ
こ

「
車
輪
の
下
」
読
み
し
ぼ
高
一
夏
な
り
き
ヘ
ッ
セ
が
生

き
て
い
た
と
は
知
ら
ず
(
大
和
郡
山
市
)
四
方

謹

日
本
の
柔
道
敗
れ
て
欧
州
の
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
放
れ
て

パ
リ
は
快
晴

(
長
岡
市
)
加
藤

教

蝉
し
ぐ
れ
僧
は
告
げ
け
り
疎
開
子
に
原
爆
孤
児
に
な

り
た
る
こ
と
を

(
ア
メ
リ
カ
)
大
竹
幾
久
子

☆
黒
シ
ャ
ツ
に
白
の
細
ヌ
イ
し
ゃ
れ
て
た
札
鵬
蛾
教
授

の
俳
句
の
授
業

(
男
鹿
市
)
清
水

玲
子

ブ
ラ
イ
ン
ド
下
げ
ず
に
過
ご
す
田
舎
の
夜
今
宵
は
ア

ン
ド
ロ
メ
ダ
が
爽
や
か
(
五
所
川
原
市
)
戸
沢
大
二
郎

暑
さ
に
て
歪
む
レ
ー
ル
を
手
作
業
で
氷
で
冷
や
す
鉄

道
員
の
夏

(
石
川
県
)
瀧
上

裕
幸

息
を
吐
く
だ
け
で
終
日
も
ぐ
つ
て
も
熱
い
プ
ー
ル
に

げ
ん
な
り
の
浄
融

(
浜
松
市
)
松
井

恵

勝
手
口
側
の
水
練
要
注
意
鵬
餞
家
族
育
児
中
で
す

(
港
市
)
海
住

秀
子

【評】第一首はおお,誌Ⅹ (大好きよ)という直な打ち明けも仏語だから言え

る。小指絡ませの具象が生きて、下旬の素直な表現が好感につながる。第二首は曲

名に託した思いもあるだろうか。若くさわやか。第三首のヘッセ、筆者も驚き。

佐
佐
i
木
幸
綱
選

ス
ケ
ボ
ー
の
解
説
「
す
げ
ー
」
「
や
ー
ば
ー
」
と
斬
新
な

響
き
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ

(
中
津
市
)
荒
谷

み
ほ

二
つ
め
の
馬
術
の
メ
ダ
ル
戦
場
に
行
か
な
く
て
い
い

時
代
の
メ
ダ
ル

(
観
音
寺
市
)
篠
原

俊
則

☆
黒
シ
ャ
ツ
に
白
の
細
タ
イ
し
ゃ
れ
て
た
な
鰍
郵
教
授

の
俳
句
の
授
業

(
男
鹿
市
)
満
水

玲
子

北
斎
に
描
か
せ
て
み
た
い
猛
暑
日
の
入
道
雲
の
湧
き

立
つ
空
は

(
筑
紫
野
市
)
桂

仁
徳

休
日
は
萩
の
湯
春
で
知
覧
の
茶
淡
谷
の
り
子
の
エ
ッ

セ
イ
偲
ぶ

(
流
山
市
)
石
黒

紀
夫

沢
蟹
を
く
わ
え
て
止
ま
ら
ん
羽
広
げ
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ

ン
は
皿
ケ
嶺
の
糟

(
東
大
阪
市
)
川
田

聴
子

奥
入
瀬
は
瀬
ご
と
瀬
ご
と
に
名
を
持
ち
て
歩
み
止
め

さ
す
緑
陰
探
し

(
名
古
屋
市
)
磯
前

睦
子

ふ
る
さ
と
の
家
は
閉
ざ
さ
れ
静
ま
れ
り
猫
鳴
く
庭
に

我
は
草
引
く

(
横
浜
市
)
井
上

優
子

薔
薇
各
種
咲
か
せ
る
庭
を
後
に
し
て
ゆ
っ
く
り
歩
き

要
は
入
院

(
肢
阜
市
)
後
藤

進

講
習
の
や
う
に
は
ゆ
か
ず
猪
は
罠
を
素
通
り
辺
り
を

荒
ら
す

(
館
山
市
)
川
名

房
吉

【評】第一首、パリ・オリンピックのスケボーの解説の斬新さ。第二百、ロス・

オリンピック馬術の金メダリスト西竹一は、硫黄島で戦死。第三首、 「朝日俳壇」

選者でもあった加藤彬蝿郎ま、戦後、長く青山学院女子短大の教授をつとめた。

古
岡

野

公

彦

選

沖
縄
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
読
み
終
は
る
基
地
な
る
文

字
に
過
ふ
こ
と
の
な
く

(
東
京
都
)
上
田

国
博

う
ず
く
れ
な
ゐ
君
に
逢
ふ
朝
塗
る
ネ
イ
ル
固
ま
る
頃

に
と
き
め
き
高
ま
る

(
大
野
城
市
)
北
原
あ
か
ね

☆
一
日
に
一
回
「
愛
の
挨
拶
」
を
弾
い
て
心
を
透
き
通

ら
せ
る

(
富
山
市
)
松
田

わ
こ

夕
さ
れ
ば
お
の
づ
と
集
ふ
橋
の
上
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト

川
風
涼
し

(
横
浜
市
)
森
崎

貞
夫

鬼
百
合
と
川
原
撫
子
咲
き
競
う
土
手
に
国
交
省
の
キ

ャ
タ
ピ
ラ

(
津
市
)
海
住

秀
子

戦
争
の
な
い
世
の
中
を
願
い
つ
つ
非
戦
憲
法
変
え
た

い
首
相

(
朝
霞
市
)
岩
部

博
通

夕
立
の
白
き
斜
線
に
重
恩
は
消
さ
れ
版
画
の
江
戸
浮

か
び
く
る

(
羽
村
市
)
竹
田

元
子

鳥
瓜
の
花
に
よ
く
似
た
レ
ー
ス
編
み
も
っ
と
誉
め
れ

ば
よ
か
っ
だ
母
を

(
三
鷹
市
)
大
谷
ト
ミ
子

ネ
ッ
ト
で
も
投
稿
で
き
る
が
一
枚
の
は
が
き
の
旅
を

愉
し
む
「
歌
壇
」

(
札
幌
市
)
田
巻

成
男

難
読
な
キ
ラ
キ
ラ
ネ
ー
ム
泳
得
る
世
に
誰
が
読
ん
で

も
読
め
る
瞑
之
助

(
名
古
屋
市
)
三
好

ゆ
ふ

【評】一首目、沖縄の旅行案内書に全く基地の寵述がないことを知った深い寂し

さ。二昔日、好きな人に違う前の心の高揚感。三首目、英国の作曲家エルガーが、

妻となるアリスに贈ったその曲を弾いて、日々厄、を透き通らせる作者。

水

田

和

宏

選

C
と
H
組
ん
ず
解
れ
つ
黒
板
に
構
造
式
の
葺
き
並
べ

ら
れ

(
松
山
市
)
宇
和
上

正

ス
ー
パ
ー
で
手
を
つ
な
が
な
い
6
年
生
ま
だ
恐
竜
の

パ
ジ
ャ
マ
が
似
合
う

(
大
阪
市
)
曹
波

麻
子

夏
休
み
初
日
の
合
唱
練
習
に
ラ
ン
ド
セ
ル
し
ょ
っ
て

行
っ
ち
ゃ
っ
た

(
成
田
市
)
か
と
う
ゆ
み

落
葉
松
の
は
ざ
ま
に
伸
び
し
立
秋
の
夕
影
白
き
信
濃

追
分

(
安
中
市
)
鬼
形

輝
雄

乗
越
へ
ぐ
い
と
高
度
を
上
げ
て
ゆ
く
ガ
レ
場
の
路
を

横
き
る
脚
躊

(
神
戸
市
)
松
本
淳
一

魔
炉
あ
る
ふ
る
里
な
ん
て
全
国
に
こ
こ
だ
け
だ
ろ
う

帰
っ
て
来
い
よ

(
郡
山
市
)
寺
田

秀
雄

「
上
空
か
ら
見
た
二
人
に
は
動
き
が
な
い
」
な
ん
と

悲
し
い
現
実
描
写

(
高
槻
市
)
川
上

由
起

う
ま
い
飯
と
酒
と
酸
素
が
あ
れ
ば
よ
し
二
本
の
ボ
ン

ベ
を
か
か
け
て
夫
は

(
名
古
屋
市
)
植
田

和
子

ソ
プ
ラ
ノ
の
「
第
九
」
の
先
生
厳
し
く
て
「
オ
の
口
で

工
を
」
「
ウ
の
口
で
イ
を
」

(
北
九
州
市
)
福
吉
真
知
子

箸
洗
う
賑
や
か
な
音
一
人
で
は
な
い
と
領
く
夏
の
夕

暮
れ

(
松
山
市
)
矢
野

絹
代

【評】宇和上さん、ベンゼン環の亀の甲などだろうか。 「組んず解れつ」にもう

お手上げといった表情が。管波さん、手を藁ぐのを嫌がるようになった子も、まだ

恐竜のパジャマが似合っているところにぼっとする。かとうさんは、小学五年生。


